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超高感度極微量質量分析システム“ LIMAS ”の開発
Development of Laser Ionization Mass Nanoscope: LIMAS
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JAXA のはやぶさや NASAのスターダストなど多くのサンプルリターンミッションが実行され，小惑星や彗星のサン
プルを直接分析することが現実となった．これらの分析結果は初期太陽系物質科学に多数の新知見をもたらしている．し
かし，このような試料は極微量であり，詳細に分析するには微小領域を高感度で分析可能な装置が必要である．
我々は超高感度極微量質量分析システム“ LIMAS ”を開発している．本システムは Ga収束イオンビーム，フェムト

秒レーザー，多重周回型質量分析計“MULTUM ”で構成されている．本発表では LIMAS の性能と開発状況について報
告する．
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